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研究成果の概要（和文）：

本研究の目的は、①複数の人が役割を分担する共同活動の中で言語行動の始発を促すより効

果的なスクリプト・スクリプトフェイディング(以下、S･SF)法の開発、②S･SF法の特長を生か

した新たな般化促進法、③スクリプトを自らが管理し活用する自己管理法の開発、である。対

象者は５名の知的障害を伴う自閉症者であった。制作やゲーム等の活動の中で、会話行動を指

導した結果、S・SF法により、会話行動が促進されることと学校において会話の頻度が著しく増

加した。スクリプトの新たな提示法としてタブレット端末による提示法を開発し、有効性が確

認できた。

研究成果の概要（英文）：
The studies were to evaluate script and script fading procedures which were used to
teach a youth with autism to initiate social conversations in several joint action r
outines. and investigate to which target behaviors would emit in school and homes. R
esults indicate that the participants acquired conversation skills, and the increas
es in frequency of spontaneous utterances and in the length of a utterance in school
and home settings.
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１．研究開始当初の背景
自閉症は、言語の障害、社会的交渉の

障害、ステレオタイプな行動などによ

り特徴づけられる。言語は、遅滞し特

異な発達が認められる領域の一つであ

り、自閉症診断の中心的な行動特徴と
なっている。応用行動分析学において、

言語行動は言語的および非言語的先行

刺激、確立操作、聞き手が仲介する強

化により制御されるオペラント行動と

様式Ｃ－１９



して概念化されている(Sigafoos, 200

6; 小野,2005)。従って、言語行動も他

のオペラント行動と同じ行動原理に基
づき発達すると考えられる。しかし、

言語行動が他のオペラント行動と異な

るところは、言語行動が聞き手の仲介

を通して、間接的に効果を発揮するこ

とである。聞き手を仲介して強化され

るためには、聞き手が(1)自閉症者が発

している言語行動に注意を向け、(2)そ

の言語行動を理解し、(3)仲介する行動

を遂行する必要がある。このように、

言語行動への強化が聞き手の対応いか

んより決まることから、言語行動への

強化の確率が環境に直接働きかける他

の行動よりも一貫しない（Ferster,

1961; Spradlin, & Brady, 1999)。Fe

rster(1961)とSpradlin & Brady (199

9)は、この社会的随伴性の一貫性の欠
如から自閉症の言語行動の障害を一部

説明できると述べている。また、この

一貫しない社会的随伴性から生まれる

刺激性制御の不全は、古典的条件づけ、

弁別、条件性弁別、刺激クラスなど広

範囲にわたり、言語行動の障害だけで

なく社会的行動の障害、常同行動への

没頭などの現象を説明できるという仮

説を立てている(Spradlin & Brady, 1

999)。

言語行動や社会的行動に一貫した社

会的随伴性を確保し刺激性制御を確立

するためには、ディスクリート試行指

導のようなアナログ型指導(Cowan & A

llen, 2007)が適している。しかし、日

常生活とかけ離れた先行刺激や強化刺

激に依存しているため、日常生活への

般化が難しいと考えられる。それに対

して、機会利用型指導などの自然な指

導(Cowan & Allen, 2007)は、子どもの

言語行動の始発を待ち自然な結果を随

伴させるため、日常生活への般化も促

されると考えられる。しかし、自然な

指導において、マンドだけでなくタク

トなどの発話機会を設定することや一

貫した社会的強化の随伴性を確保する

ことは難しい場合もある。そこで、自

然な指導の条件を満たしつつ言語行動

に対して一貫した自然な社会的強化を

与え続ける支援的な環境(Sigafoos et

al., 2007)を設けることが、自閉症者

の言語行動の発達にとって重要である

と考えられる。

言語行動の遂行に一貫した随伴性を

確保する支援的な環境を設定する手法

として、相互交渉的ルーティン(Halle,

et al., 1993)が考えられる。例えば、

行動連鎖中断方略(Hall & Sundberg,

1987)は、日常生活のルーテイン（缶詰

を缶切りで開ける）の中で欠品を設定

し、要求言語行動を喚起しその行動を

一貫して強化した。Sosne et al.(197

1)やOstrosky & Kaiser(1991)は環境

（興味ある品物や活動、手に届かない

品物、不適切な量、選択機会など）を

設けることで、コミュニケーション行

動の機会を設定できるとしている。し

かし、支援的な環境があっても、適切

な機会にタイミングよく言語行動を始

発(initiate)しないと、社会的強化を

受けることはできない。一貫した社会

的強化の随伴性を確保するためには、

効果的なプロンプト法が求められる。

言語行動や社会的行動を自然な先行刺

激の制御におく効果的なプロンプト法

として、S･SF法(Krantz & McClannaha

n, 1993; MacDuff, et al., 2007; Ar

gott et al., 2008; Brown, et al.,

2008など)がある。

S･SF法が自閉症者にマンドだけでな

くタクトなどの始発を促すことが示さ

れている。S･SF法の包括的な解説であ

るMcClannahan & Krantz(2005)は写真

活動スケジュールと組み合わせたS･SF

法を中心に解説している。それによる

と、対象者が話す文章スクリプトと写

真の同時提示により、会話機会の設定

と言語プロンプトの提供を行い、確実

に対象者から言語行動を喚起し、次第

に文章スクリプトを文末から段階的に



語句を削除するフェイディング過程で

刺激性制御を自然な環境刺激に転移さ

せていく(Brown et al., 2008)。この

手続きは、機能的には、スクリプトは

主として”何を言えばいいか”を対象

者に伝える反応プロンプトの機能を果

たし、写真は”今が発語の時ですよ”

を対象者に伝える刺激プロンプトの機

能を果たしていると考えられる。

S･SF法の特徴は、(1)言語行動の始発

の促進、(2)侵襲的なプロンプトを減じ

自然な会話に近づけること、(3)様々な

言語機能の発話機会に対応できること

などである。近年の動向としては、言

及されるお菓子に直接スクリプトを貼

付する(Sarokoff et al., 2001; MacD

uff et al., 2007; Brown et al., 20

08)、スクリプトのみを提示する(Argo

tt et al., 2008)といった活動スケジ

ュールを活用しないS･SF法など多様化

が見られる。また、ディスクリート試

行指導の中で活用されるといった自然

な指導から外れた試みも見られる(Arg

ott et al., 2008)。

今後の課題としては、次のような事

項が考えられる。

（１）共同活動の流れの中で生まれる

発話機会を弁別刺激としてタイミング

のよい発話行動を促進すること。その

ためには、以下の要因を検討すること

が必要であると考えられる。

①刺激性制御の転移を効果的に進める

刺激プロンプト手続きを開発するこ

と。

②明瞭な注意を引くスクリプトを検討

すること。

③効果的な前指導を検討すること。

（２）S･SF法の特長を生かした新たな

般化の促進法を開発すること。

（３）スクリプトの自己管理による指

導法を開発すること。

２．研究の目的

自閉症者の言語や会話の指導法とし
てS･SF法が成果を上げ注目されてい

る。この方法の特徴は、侵襲的でない

言語モデルの提示法でありながら確実

に言語行動を喚起することができ、言

語スキルの習得が見込める点である。

この指導法の課題は、自閉症者が(1)複

数の人が参加する活動(以下、共同活動

と略す)の中で言語行動の始発を促すよ

り効果的なS・SF法と(2)S･SF法の特長

を生かした新たな般化促進法の開発、

(3)スクリプトを自らが管理し活用する

自己管理法の開発、が挙げられる。本

研究の目的は、これら３つの開発を行

うことである。

３．研究の方法
（１）対象児 自閉症の小学生２名（軽

度知的障害）と中学生（途中から特別

支援学校高等部）３名（重度中度軽度

知的障害各１名）計５名

（２）活動

毎週１回、１時間半～２時間の活動

を行った。活動は、個別および小集団

の活動であった。具体的には、はじめ

の会、製作活動（カレンダーなど）、文

字数の学習、ゲーム、カラオケ、おや

つ、終わりの会などであった。

（３）研究目的に沿って、これらの活

動の中に発話の機会を設定し、S･SF法

により発話行動を指導した。

（４）実験計画は、一事例実験計画法

を使用した。

４．研究成果

（１）２２年度

研究目的は、上記の研究目的(1)(2)

を中心に進め、(3)の予備調査を行うこ

とである。

対象者は中学生３名であった。１名

には、制作活動、ババ抜き、おやつ、

始めの会、終わりの会、５つの活動の

中で、２１の標的行動を指導した。２

名には、カラオケ、ジェンガゲーム、

携帯電話などにおいて標的行動の始発

を促進することとした。その結果、S・

SF法により発話行動を促進することが

できた。また、同時期に学校や家庭で



の会話行動を評価したが、学校におい

て会話の頻度が著しく増加したという

データを得ることができた。
スクリプトの提示法としては、液晶

画面による提示、活動スケジュールに

貼付した提示、複数のスクリプトが書

かれた用紙の提示を試みた。いずれに

おいても、発話が認められ、有効性が

確認できた。従って、スクリプトの提

示法に選択肢が広がったことで、より

いっそう効果的な介入が可能となった

と考えられる。

（２）２３年度

研究目的(3)を中心に、研究目的(1)

(2)の検討を行った。

研究目的(3)に関する研究

会話の話題や発話する言語行動を予

め選択したり自ら考案したりするS･SF

法の有効性を検討するため、対象者２

名（いずれも高等部）に質問ゲームと

いう会話場面を設定し、会話の指導を

行った。質問ゲームを開始する前に、

質問のテーマについて（例えば、ヒッ

ト曲、テレビ番組など）、質問に対する

自分の返答を、リストを参照しながら

所定の用紙に書き込む。自ら作成した

リストにより２名の対象児いずれにお

いても、会話中の発話頻度、やりとり

数などが増加する傾向が認められた。

研究目的(2)(3)に関する研究

共同活動の中で生まれる様々な発話

機会へ刺激性制御を転移させる変数と

して、①発話機会へのプロンプト、と

②会話行動へのプロンプトが必要であ

ると考えられる。これら２変数が刺激

性制御の転移に与える効果を検証する

目的で、パソコンによるスクリプト提

示装置およびその操作を行うプログラ

ムを開発した。このシステムでは、対

象者の前に小型液晶ディスプレイが設

置される。Wiiリモコンにより離れた場

所からパソコンを介して、スクリプト

をディスプレイに提示したりフェイデ

ィングしたりできる。また、スクリプ

トの提示の直前にブザー音を与え刺激

性制御の転移を補助することができ

る。次年度、このシステムを活用した

指導の試行を開始しすることとした。

（３）２４年度

研究目的(1)(2)(3)の検討を行った。

昨年度のシステムを元に、タブレッ

ト端末を活用したS･SF法を開発した。

様々な活動の中で生まれる他者との発

話機会で適切に発話し、会話を続ける

ことを指導するために、自閉症者に対

して、①発話のタイミングを知らせる

プロンプトと②発話内容のプロンプト

が必要である。これら２つのプロンプ

トを操作できるスクリプト提示システ

ムおよびその操作を行うプログラムを

開発した。タブレット端末を活用した

スクリプトの提示システムは、国内外

で発表されておらず、初の試みである。

タブレット端末によるスクリプトの

提示システムでは、Wiiリモコンの操作

により、タブレット端末にブザー音と

同時にスクリプトを提示したりフェイ

ディングしたりすることができる。ま

た、対象者の発話が正しい場合、チャ

イムと「○」などの提示によりフィー

ドバックすることができるようにし

た。

年度後半に、開発したタブレット端

末のスクリプト提示システムを活用し

た指導を行い、この指導法の有効性を

検証した。自閉症者３名（高等部生徒）

を対象にカラオケとゲーム活動におけ

る発話機会において、タブレット端末

によるS･SF法により指導を行った。発

話のタイミングになるとブザー音とス

クリプトが提示されて、発話を促した。

２０セッション余りの指導の結果、全



対象者が発話行動を自発的に行うこと

ができるようになった。以上のことか

ら、タブレット端末を活用したスクリ

プトおよびスクプトフェイディング法

の有効性を実証することができた。
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